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かつてアメリカ文学を代表する作家ナサ＝エル・ホー ソー ンは．次々 とペストセラー を生み出していった女性作
意たちを「忌々 しい物書きする女ども」と呼ぴ捨てた．しかし女性作憲たちはいつも太来受けする憲庭小観や感
傷小説ばかりを書いていたわけではない．雑誌教科書．詩．旅行記．短舗や小説などのジャンルを横断し．彼
女たちの活動の珊L跡をつぶさに操っていけば．彼女たちの眼差し航インド，ピルマ．マカオ．リペリ7.レバノンと
いったいわゆる第三世界にも向けられていたことがわかる．そればかりではない．彼女たちの文学がアジアや
アフリカで行使された非公式なアメリカの植民地主義の系簡をあぶり出していることを．私たちはあらためて知る
ことになる．
本書の原稿をアメリカのテネシ一文学出版局に送った直後に同時多発テロ：事件が起きた．本書を書きながら
私が問いかけていた問題は．アメリカの同盟国としてイラクに自衛隊を源過した日本国で．アメリカ文学を教え
研究するとはどういう己となのかという問題と奇妙に相候って．いま一周の緊急性をもって私の自のまえにある．
（たけたに・えつ己人文祉会科学研究科助教授）
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